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株主名簿管理人および特別口座の口座管理機関
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

ハガキがぬれている場合は乾かしてからご覧ください

証券コード●3817　http://www.sra-hd.co.jp/

連　　絡　　先
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-232-711（フリーダイヤル）

株式会社ＳＲＡホールディングス

2013年3月期 第3四半期

株 主 通 信
2012年12月末日の株主様に送付しております

株
主
の
皆
様
へ

皆
様
に
は
、
日
頃
より
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

第
３
四
半
期
の
業
績
に
つ
きまし
て
は
、
経
常
利
益
、
四
半
期
純
利
益
が
増
益
と
な
りまし
た
。

Ｓ
Ｒ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
中
長
期
成
長
戦
略
で
あ
る
『
自
社
ＩＰ
製
品
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
と
海
外
新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み

に
よる
成
長
性
の
確
保
』を
引
き
続
き
推
進
し
て
お
りま
す
。そ
の
一
環
とし
て
、
株
式
会
社
S
R
Aは
、当
社
が
業
務
・

資
本
提
携
を
行
っ
て
い
る
株
式
会
社
S
JI（
S
JI）
と
の
関
係
を
より
一
層
強
固
な
も
の
とし
、
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の

拡
大
を
目
指
す
た
め
、
同
社
の
取
得
条
項
付
無
担
保
転
換
社
債
型
新
株
予
約
権
付
社
債
を
引
き
受
け
まし
た
。

S
JIは
、
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
に
お
け
る
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
位
を
確
立
す
る
た
め
に
、

高
い
技
術
力
を
有
するライバ

ル
企
業
（
香
港
メイン
ボ
ード
上
場
）
を
子
会
社
化
し
、
収
益

力
等
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
新
株
予
約
権
を
行
使
し
た
場
合
に
は
、
SJIは
、
当
社
の

持
分
法
適
用
会
社
と
なり
、
同
社
の
業
績
を
連
結
業
績
に
取
り
込
む
こと
に
なりま
す
。

な
お
、
２
０
１
３
年
３
月
期
の
配
当
に
つ
きまし
て
は
、
１
株
に
つ
き ４
０
円
を
維
持
す
る
ことを

計
画
し
て
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
りま
す
よう
お
願
い
申し
あ
げ
ま
す
。

　
　
２
０
１
３
年
２
月

代
表
取
締
役
社
長
　
　
　
　
　

株
式
会
社
S
R
Aホ
ー
ル
デ
ィン
グ
ス
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2
0
1
2
年
1
2
月
末
日
の
株
主
様
に
送
付
し
て
お
り
ま
す

株主の皆様へ
皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
第３四半期の業績につきましては、経常利益、四半期純利益が増益となりました。
ＳＲＡグループは中長期成長戦略である『自社ＩＰ製品ビジネスの推進と海外新規事業への取り組み
による成長性の確保』を引き続き推進しております。その一環として、株式会社SRAは、当社が業務・
資本提携を行っている株式会社SJI（SJI）との関係をより一層強固なものとし、中国ビジネスの
拡大を目指すため、同社の取得条項付無担保転換社債型新株予約権付社債を引き受けました。
SJIは、オフショア開発における業界トップクラスの地位を確立するために、
高い技術力を有するライバル企業（香港メインボード上場）を子会社化し、収益
力等の強化を図っています。新株予約権を行使した場合には、SJIは、当社の
持分法適用会社となり、同社の業績を連結業績に取り込むことになります。
なお、２０１３年３月期の配当につきましては、１株につき４０円を維持することを
計画しています。
皆様には、変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。
　　２０１３年２月

代表取締役社長　　　　　

株式会社SRAホールディングス
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▼ ▼ ▼ 詳しくは、ハガキを開いて内側をご覧ください
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　社会情勢が大きく変化する中、大学教育においても質的転換が求められています。 しかし、

現状では、“基礎学力がついていない” “学ぶ意欲が継続しない”等多くの課題があり、その

対策として、最近では『アクティブラーニング』（主体的な学修）に注目が集まっています。 そのような

状況を受け、（株）SRA西日本では、「リメディアル学修支援システム」、「アクティブラーニング

支援システム」を製品化し、販売を開始しました。 これらのシステムは、すでに看護系学部に

おいて実績があります。 今後は、総合文教ソリューション「UniVision」（５０校以上の導入実績を有する

自社IP製品）と共に、全国の大学・短大・専門学校を対象にビジネスを展開していきます。

■「UniVisionリメディアル学修支援システム」：リメディアル（学力補完）のためのeラーニングにSNS（ソーシャル・ネット

ワーキング・サービス）を連携させたシステム。 教員と学生、学生同士のコミュニケーションを通じて、学修意欲を継続

させる環境を提供。 双方向性を利用してコミュニケーションを図ることで学ぶ姿勢の変化を促す。

■「アクティブラーニング支援システム」：予習できるシラバス（講義概要）をベースに、 “主体的に学び・考え・行動

する力を鍛える”学修環境（教室設備、家庭学修支援、教員と学生の情報共有）を提供。

14

「UniVisionリメディアル学修支援システム」
大学教育改革を支援するSRAグループの取組み

（株）SRA西日本
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